
 

 

 

 

 

 

 

  Ｇｏｓｓ方位の極点図、ＯＤＦ図の半価幅 
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１．概要 

 ＸＲＤによる極点図測定で得られる極点図からＯＤＦ解析した場合の極点図方位の半価幅と 

   ＯＤＦ解析したＯＤＦ図方位の半価幅は一致する事を説明します。 

しかし半価幅が狭く、極点図測定時の測定間隔によりこの関係が成り立たない場合があります。 

   解析を簡単にするため、Ｇｏｓｓ方位を使って説明します。 

 Ｇｏｓｓ方位では、｛００１｝極点図では、（４５，９０）に極があり、ODF図では、（０，４５，０）に 

極があり、５度サンプリングでも最大値がデータ上に存在する。 

２．Ｔｏｏｌｓ 

２．１ ＯＤＦ図の作成 

 ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｄｅｌｌｉｎｇを使用 

  

上記画面では、ステップ１．０度間隔、Ｇａｕｓｓ関数ＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇのＯＤＦ図が作成される。 

ＯＤＦ図はＥｘｐｏｒ可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．２ ＯＤＦ図の半価幅計算はＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ 

 

 

 

 

 FWHMの算出 

 

 

 

 



２．３ Ｅｘｐｏｒｔした｛００１｝極点図からＦＷＨＭ算出 

 

  

 



２．４ 極点図作成 

  

 

  

 ｛００１｝，｛０１１｝，｛１１１｝極点図から ODF解析を行えば 

 極点図に対するＯＤＦ図のＦＷＨＭが計算できる。 

 



３． ＧｏｓｓのＯＤＦ図をｆｗｈｍ＝１０ｄｅｇで作成した（０，０－＞９０，０） 

  

 

 

 計算手法を変えても、ＦＷＨＭはほぼ同一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇａｕｓｓ関数 

 

 

Lorentz関数 

 

ＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇでＯＤＦ図作成し、作成される極点図のｆｗｈｍ＝１０ｄｅｇが得られます。 

 

以上は 

 ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ図作成 

 ＯＤＦ図のＦＷＨＭ計算はＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ．３．２０） 

 極点図のＦＷＨＭ計算はＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＰｒｏｆｉｌｅ（Ｖｅｒ．１．０６） 

で評価しました。 

 

 

 

 



４．ＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇの極点図からＯＤＦ解析し、ＯＤＦ図のＦＷＨＭ計算 

 

ｆｗｈｍ＝１０ｄｅｇで作成し、ｆｗｈｍ＝１０．０１を得る。 

 

ODF解析のＯＤＦ半価幅 

 

 一致します。 

 

 



５．ＦＷＨＭ＝１ｄｅｇで作成した極点図、ＯＤＦ図の半価幅 

 

 

ODF解析結果 

  一致する。 



６．ＦＷＨＭ＝５ｄｅｇで作成した極点図、ＯＤＦ図の半価幅 

 

 

 一致する。 



７． まとめ 

  

 Ｇｏｓｓ方位にて、極点図測定ステップｄｅｇの場合 

  測定極点図の極半価幅とＯＤＦ解析結果の方位半価幅は一致する。 

 


